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を正確に掴み取り、さらには後期の『創価教育学体
系』（価値論）の思想的萌芽





























































































































































ア ク テ ュ ア ル
時代的 actual で地







































































































































































































































































ATP 合成まではチラコイド上およびその表面近くで進行する。これによって生成した NADPH と
ATPを用いる二酸化炭素の固定はストロマ中でおこなわれる。葉緑体は固有のDNAと、独自の複製・
転写・翻訳系をもつ。DNA は 50nm の長さの環状分子で、rRNA, tRNA, リブロース二燐酸カルボ
キシル化酵素の大サブユニット、ATP アーゼの三種のサブユニット、翻訳伸長因子 Tu と G, チト
クロム f と b552, クロロフィル結合蛋白質などの遺伝子をもつ。Chlamydomonas の 23 S rRNA と高
等植物の tRNAIle, tRNAAla にイントロンが見出されている。DNA の転写開始部位は細菌に似ており、
葉緑体固有の RNA ポリメラーゼで転写される。mRNA はキャップ構造やポリ A はない。リボソー
ムは 70 S 型で、ミドリムシでは 23 S, 16 S, 5 S の、Chlamydomonas では 23 S, 16 S, 7 S, 5 S, 3 S の、
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《読者の義務》を忠実に履行す
べきであり、それによって、本書執筆当時の《作者の精神的ざわめき
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まっていた

















































































































○ ○ ○ ○ ○ ○
始分裂組織（Promeristem）
より分る此分裂組織（未だ不変組織とならざるものを）を原






○ ○ ○ ○ ○ ○
ンビユム層（Cambium）と云ふ此部を有するものは猶ほ生長することを得るの維管束にして開展
維管束又は無限維管束（Open or Indefinite bundle）と称せられ単子葉植物に於けるが如くカンビユ



















○ ○ ○ ○ ○
生維管束（Radial bundles）と称す而して其全躰は一種の細胞を以て
包囲さる（スギナは例外とす）之をペリカンビユム（Pericambium）と云ふ新根は此層より生ずる
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おこなわれ
得ているではないか。一九九〇年代のこんにち読んでもちっとも




































































炭 水 化 物［英 carbohydrate　仏 hydrate de carbone　独 Kohlenhydrat　露 углевод］　もと


















タ ン ス イ カ ブ ツ 炭 水 化 物 ［英 carbohydrate 仏 hydrate de carbone　独 Kohlenhydrat　


























































































































































































































































































































































について全く触れられていないのは、オランダのエイクマン Ch. Eijkman による米糖の水ま
たはアルコール抽出物の発見が一八九〇～九七年、その弟子グリーンス G. Grijns の脚気の原
因を特定物質の欠乏によるものと結論づけたのが一九〇一年、ケンブリッジ大学のホプキン
ズ F.G. Hopkins が動物実験をとおして佝
く る び ょ う
僂病の原因を同じく特定物質の欠乏によると考えた












































































































ムは遊離酸または各種の塩の形で調製される。アラビアゴム（gum arabic : マメ科アカシア属
の数種、とくに Acacia senegal の樹皮）・ガッティガム（Ghatti-gum : シクンシ科 Anogeissus 
latifolia 樹皮の分泌液中）・メスキートゴム（mesquite gum : マメ科 Prosopis juliflora など
Prosopis 属の樹皮）・セイヨウスモモのゴム（damson gum : セイヨウスモモ樹皮）・チェリー
ゴム（cherry gum）・トラガカントゴム（tragacanth gum : マメ科 Astragalus gummifer の分
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とする思考









ただし、初版〈1879（明治 12）年刊〉では「アルブミン」に「即真性蛋白質」、第 15 版〈1906（明
治 39）年刊〉では「卵白素」の語を当てており、第 17 版〈1910（明治 43）年刊〉になって、よう
やく「蛋白素」の語が用いられるようになった。第 19 版〈1916（大正 5）年刊〉でも「蛋白素」の
語が当てられており、少なくとも明治末年以降には「蛋白素」の用例が存在していた。
『有機化学（後編）』で「蛋白素」が用いられるのは『人生地理学』初版及び訂正増補第八版以降
の 1910（明治 43）年であることから、牧口が参照した可能性は低い。『人生地理学』出版以前の類
書に「蛋白素」の用例のある可能性は捨てきれないが、依然として、斎藤が補注８の以下の部分で
提示する《誤植説》は説得力をもっている。（編集部・岩木）
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